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北　星　論　集（経） 　第 57 巻　第１号（通巻第 72 号）
た」。「金大中氏に対する助命措置をてこにし
て」，「約百九十億円の対韓借款の凍結解除を
初め，韓国政府との正常化を行おうとしてい
ると伝えられています。しかし，いま日本が
アジアの平和，民主主義の確立のためになす
べきことは，金大中氏の無条件釈放，政治的
自由の確保，原状回復に努めることではない
でしょうか」。
　また，１月29日の衆議院本会議で松本善明
（共産党）議員は，金大中問題をすなわち日
本の主権や人権問題として捉え，韓国政府へ
の微温的な対応を批判している。同議員は鈴
木善幸首相が「金大中氏が日本での行動が問
われて無期懲役という重刑になったことを不
当とは全く思わない」のかと問いかけ，1973
年の「拉致事件」時に日本の主権と人権が侵
害されたままであると指摘している。そのう
え次のように述べ，問題認識の是非を問うて
いる。「この重刑に抗議せず，判決文さえ手
に入れずにこれを容認することは，わが国の
主権や人権よりも，人権を抑圧する全斗換［マ
マ］政権との友好関係や，米日韓の軍事同盟
関係の発展を優先させているとしか考えられ
ません」。
　瀬谷英行（社会党）議員も同日の参議院本
会議で，金大中が死刑から減刑されたのは「世
界的な世論の厳しい監視があったから」であ
るとし，「見て見ないふりをするような及び
腰の姿勢を見せた日本政府は深く反省をすべ
き」であると強く批判した。そして金大中の
自由が確認できるまで，「対韓借款の凍結解
除などを急ぐべきではありません」と経済協
力優先政策への反対を唱えている。
　こうした野党側の批判に対し鈴木善幸首相
は同会議で，韓国大法院の金大中への判決を
「日韓友好協力関係の促進に資するものと高
く評価」しているとし，全く異なる見解を表
明している。また，「政府といたしましては，
これによって憂慮すべき事態は避けること
ができたものと受けとめており，これ以上の
言及は差し控えたい」としたうえで，同問題
は「基本的に韓国の国内問題であり」，「今後
とも円滑な日韓関係の維持に努めてまいる所
存」であるとの既存の立場を貫いた。
Ⅳ．おわりに
　事件が起きる前からこれほど一人の韓国政
治家の問題を中心とした論議が，日本の国会
において展開された背景には以下の４点があ
げあれる。第１に「内乱陰謀事件」が1973年
の「拉致事件」の延長線上にあり日本との関
わりがあったこと，第２は同事件が人権問題
と民主主義という普遍的な価値に関わる問題
であったこと，第３は「拉致事件」の時から
続いたセンセーショナルなマスコミ報道によ
り同氏への日本国内の関心が高かったこと，
第４は日本の市民・知識人の救命運動が全国
的に広まったことである。
　1980年の「金大中内乱陰謀事件」について
の国会内議論から見られた日本政府の見解
は，1973年の「拉致事件」は決着済みであり，
「内乱陰謀事件」は韓国国内問題であるとい
うのが基本認識であった。そのため韓国政府
の対処を見守りつつ静観するとの姿勢を貫い
たのである。ただ，金大中救命問題への緊急
性や国内外における高い関心について認識し
ており，慎重に対処していた面もあったと思
われる。
　一方，野党側と一部の与党議員は同問題を
1973年の「拉致問題」の延長線上として捉え
た。争点の根源は日本の主権侵害および金大
中の人権問題にあるとの見方である。した
がって，解決方法として金大中の原状回復や
対韓政策の見直しを主張した。とりわけ野党
側からは，判決の不当性や救命問題に対する
日本政府の消極的姿勢，軍事独裁政権への黙
認，ひいては日韓癒着問題につながるとの見
解のもとに政府批判が集中した。
　以上のように本稿では国会議事録を通し
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「金大中内乱陰謀事件」に対する日本政府・
与党側および野党側の対応過程を検証するこ
とで当時の対韓認識を探ってみた。日韓関係
研究における金大中および同氏関連事件の意
味については，より相互的考察をもって補完
されるべきである。したがって，金大中の対
日認識や大統領就任前後における対日政策へ
の影響に関する検証を今後の課題としたい。
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